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人口高齢化の進行の中にあって元気な高齢者数も増加しているわが国では，高齢者は社会や
地域に貢献する資源であるという観点を持ち，高齢社会を構築していくことが求められる。本
研究では，高齢者のボランティア活動に関連する要因を明らかにすることを目的とした。
大阪市24区のうち８区から無作為抽出し，65～84歳の高齢者1,500人を対象に自記式質問票

を用いた郵送調査を実施した。有効回収数771人のうち，特定項目に欠損値のない671人を分析
対象とした。分析は，ボランティア活動の有無を従属変数としたロジスティック回帰分析を
行った。独立変数は，「家族・経済・他（４変数）」「健康（２変数）」「暮らし方の志向性（７
変数）」「技術や経験（２変数）」「社会・環境的状況（２変数）」という5領域の計17変数とし，
統制変数は，年齢と性別を投入した。領域ごとに分析し，次に，統計学的な有意が認められた
変数をすべて投入して分析を行った。
ボランティア活動をしている者は24.0％であり，年１～２回活動している者が最も多かった。

ボランティア活動への関心がある者は58.8％，活動への参加意向がある者は48.9％であった。
ロジスティック回帰分析を行った結果，ボランティア活動をしている者の特性として，「中年
期にボランティア経験がある」「地域に貢献する活動をしたい」「ボランティア活動情報の認知
の程度が高い」（ｐ＜0.001），「技術・知識・資格がある」「親しい友人や仲間の数が多い」（ｐ
＜0.01），「主観的健康感が高い」（ｐ＜0.05）ということが明らかになった。
ボランティア活動への関心のある者は６割弱，参加意向のある者は５割弱であるのに対し，

実際に活動している者は２割強にとどまっていた。活動への関心や参加意向のある者を実際の
活動に結びつけやすいよう環境を整備していくことにより，ボランティア活動に参加する高齢
者が増加することが期待できる。高齢期以前にボランティア経験を持てるような場の設定や啓
発，活動への参加の機会に関する情報を多くの高齢者に認知してもらえる環境を整えていくこ
となどが求められる。

高齢者，ボランティア，社会活動，社会参加

Ⅰ

高齢社会対策大綱は，ボランティア活動をは
じめとする高齢者の自主的な活動の支援を図る
ものとしている。総務省の調査によると，ボラ
ンティア活動の行動者率は，65～69歳で31.4％，

70歳以上で25.5％となっている1)。今後の高齢
社会を構築していく際に，高齢者は地域に貢献
する資源であり2)，世話を受ける立場ではなく
社会や地域に貢献できるという観点も持つこと
が求められる3)。高齢者のボランティア活動の
効果について，藤原らは北米での知見を検討し，
高齢者自身の身体的な健康や心理的な健康度を
高めるものとしている4)。
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高齢者のボランティア活動に関連する要因を
多変量解析により検討した研究は，活動の効果
の研究と比較してそれほど多いとはいえない。
そのような研究によると，ボランティア活動を
している高齢者の特性は，年齢が低い2)5)，女
性2)，非婚者と比較して配偶者ありや未亡人2)，
独居2)，学歴が高い2)5)-7)，経済状況が良好2)8)，
健康状態が良好2)5)7)， （

）が良好5)6)，無職6)，常
勤と比較してパートタイム勤務7)，宗教を重
視5)，過去に活動経験あり6)8)，活動的な生活を
している6)，所属している組織の数が多い6)7)，
教会へ通う頻度が高い6)，身近に参加機会があ
る8)，外向的7)，ボランティア活動を重要と認
識8)，ボランティア活動により恩恵が得られる
と認識9)，ボランティア活動に束縛されるわけ
ではないと認識9)，ボランティア活動をすべき
と認識9)，高齢でもボランティア活動できると
認識9)，他の活動よりもボランティア活動を好
む9)などが報告されている。
さらなる人口高齢化の進行，元気な高齢者数

の増加，2007年からの団塊世代の大量退職を迎
えるわが国では，高齢者の能力を活用していく
ことが求められるため，高齢者のボランティア
活動は注目すべき重要なテーマの１つといえよ
う。したがって，ボランティア活動をしている
高齢者の特性や，活動参加を妨げる要因を把握
し，活動しやすい環境を整えていくことが求め
られる。しかしながら，わが国では，ボラン
ティア活動の関連要因を多変量解析により検討
した研究は非常に少ない。そこで本研究では，
ボランティア活動に関連する要因を検討するた
めに５つの領域の要因を設定し，関連要因を明
らかにすることを目的とした。

Ⅱ

大阪市24区のうち８区から選挙人名簿を用い
て無作為抽出し，65～84歳の高齢者1,500人を
対象に自記式質問票を用いた郵送調査を実施し
た。調査期間は，2005年４月１日から５月10日

までであった。有効回収数（率）771人（51.4
％）のうち，年齢，性別，ボランティア活動状
況の項目のいずれかに無回答の者は除外し，分
析対象者は671人とした 。

ボランティア活動の状況は，最近の活動状況
（過去１年間）を「全くしていない」から「週
３回以上」までの６つの選択肢で尋ねた。ボラ
ンティア活動への関心の程度は，「とてもあ
る」から「全くない」までの４つの選択肢，ボ
ランティア活動への参加意向は，現在活動をし
ているかどうかに関係なく，活動したいと思う
かどうかを「とてもそう思う」から「全く思わ
ない」までの４つの選択肢で尋ねた。なお，同
居家族や別居している親族への手助けは，ボラ
ンティア活動に含まないものとした。

独立変数は，以下に示す５領域，計17変数を
設定した。
「家族・経済・他」の領域について，配偶者
の有無（あり＝１，なし＝０），居住年数（10
年未満を基準カテゴリーとした２つのダミー変
数），学歴（中学校卒業＝０，高校・短大・大
学等卒業＝１），暮らし向き（大変ゆとりあ
り＝５点～大変苦しい＝１点）の４変数とした。
「健康」の領域（２変数）について， は，
食事の用意，預貯金の出し入れ，日用品の買い
物，バスや電車の利用の４項目それぞれについ
て，できる＝１点，できない＝０点として単純
加算し，４点満点を自立とする得点を作成した
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［家族・経済・他］
配偶者の有無（ｎ＝658）
あり

居住年数（ｎ＝668）
20年以上
10～20年未満
10年未満

学歴（ｎ＝668）
中学校卒業
高校・短大・大学等卒業

暮らし向き（ｎ＝668）
大変ゆとりあり
ややゆとりあり
ふつう
やや苦しい
大変苦しい

［健康］
（ｎ＝652）

平均値±標準偏差
主観的健康感（ｎ＝654）
非常に健康
まあ健康
あまり健康でない
全く健康でない

［暮らし方の志向性］
生活に充実感を持ちたい（ｎ＝664）
そう思う

新たな友人を得たい（ｎ＝666）
そう思う

社会への見方を広げたい（ｎ＝661）
そう思う

健康や体力に自信をつけたい（ｎ＝663）
そう思う

新たな知識や技術を身につけたい（ｎ＝664）
そう思う

地域に貢献する活動をしたい（ｎ＝656）
そう思う

若い世代と交流したい（ｎ＝639）
そう思う

［技術や経験］
技術・知識・資格（ｎ＝661）
あり

中年期のボランティア経験（ｎ＝659）
かなり・少しした

［社会・環境的状況］
親しい友人や仲間の数（ｎ＝656）
７人以上
５～６人
３～４人
１～２人
いない

ボランティア活動情報の認知（ｎ＝649）
知っている

注 各項目で欠損値があるためｎ＝671とならない。

実数（％)
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（ のα係数＝0.77）。主観的健康感
は，非常に健康＝４点～全く健康でない＝１点
とした。「暮らし方の志向性」の領域は，内閣
府の調査10)を参考にして，生活に充実感を持つ，
新たな友人を得る，社会への見方を広げる，健
康や体力に自信をつける，新たな知識や技術を
身につける，地域に貢献する活動をする，若い
世代と交流する，という７変数とし，それぞれ，
そのような暮らし方をしたいかどうかを尋ね，

そう思う＝１，そう思わない＝０とした。「技
術や経験」の領域（２変数）について，技術・
知識・資格は，地域で活動する際に活用できる
何らかの技術・知識・資格があるかどうかを尋
ね11)，あり＝１，どちらともいえない・なし＝
０とし，経験は，40～50歳代の時にボランティ
アをしたかどうか（以下，中年期のボランティ
ア経験）を尋ね，かなり・少しした＝１，して
いない＝０とした。「社会・環境的状況」の領
域（２変数）について，親しい友人や仲間の数
は，７人以上＝４点，５～６人＝３点，３～４
人＝２点，１～２人＝１点，いない＝０点とし
た。ボランティア活動情報の認知は，ボラン
ティアの活動に参加する機会についての情報を
同世代の人より知っていると思うかどうかを尋
ね，知っている＝１，知らない＝０とした。

ボランティア活動の状況を示す変数について，
「週に３回以上」から「年に１～２回」までの
回答を活動あり＝１，「全くしていない」を活
動なし＝０とする２値変数に再カテゴリー化し，
これを従属変数とするロジスティック回帰分析
を行った。その際，まず，領域ごとに，該当す
る変数を独立変数に投入した（ １～５）。
次に，領域ごとの分析で統計学的に有意な関連
が認められたすべての変数を独立変数に投入し
た（ ６）。これらの分析において，年齢
と性別（女性＝０）を統制変数として投入した。
統計学的有意水準は５％とした。
独立変数間の関係について，共線性の問題が
懸念されるような高い相関はみられないことを
確認している。

Ⅲ

分析対象者の特性を， に示した。ボラン
ティア活動をしている者は161人（24.0％）で
あり，年に１～２回が9.1％と最も多く，次に
月に１～２回で6.1％となっていた 。ボ
ランティア活動への関心がある者（とても・ま
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Model

オッズ比（95％信頼区間）

［家族・経済・他（ １）］
配偶者の有無
居住年数（基準：10年未満）
10～20年未満
20年以上

学歴（基準：中学校卒業）
暮らし向き
年齢
性別（０＝女性）

モデルχ2（ ）
［健康（ ２）］

主観的健康感
年齢
性別（０＝女性）

モデルχ2（ ）
［暮らし方の志向性（ ３）］
生活に充実感を持ちたい
新たな友人を得たい
社会への見方を広げたい
健康や体力に自信をつけたい
新たな知識や技術を身につけたい
地域に貢献する活動をしたい
若い世代と交流したい
年齢
性別（０＝女性）

モデルχ2（ ）
［技術や経験（ ４）］
技術・知識・資格
中年期のボランティア経験
年齢
性別（０＝女性）

モデルχ2（ ）
［社会・環境的状況（ ５）］
親しい友人や仲間の数
ボランティア活動情報の認知
年齢
性別（０＝女性）

モデルχ2（ ）

注 1) 活動あり（＝１） 活動なし（＝０）
2) ＊＊＊ ＜0.001，＊＊ ＜0.01，＊ ＜0.05
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ああると回答した者）は58.8％，
活動への参加意向がある者（とて
も・まあ思うと回答した者）は
48.9％であった 。

領域ごとにロジスティック回帰
分析を行い，ボランティア活動に
関連する要因を検討した結果，活
動なしの者と比較した活動ありの
者の特性は，次のとおりである。
ボランティア活動をしている者は，
「家族・経済・他」では，居住年
数が20年以上，「健康」では，主観的健康感が
高い，「暮らし方の志向性」では，地域に貢献す
る活動をしたい，「技術や経験」では，技術・知
識・資格がある，中年期にボランティア経験が
ある，「社会・環境的状況」では，親しい友人
や仲間の数が多い，ボランティア活動情報の認
知の程度が高いという特性であった 。
統計学的な有意が認められた変数をすべて投

入して分析した結果，ボランティア活動をして
いる者は，「中年期にボランティア経験がある」
「地域に貢献する活動をしたい」「ボランティ
ア活動情報の認知の程度が高い」（ｐ＜0.001），
「技術・知識・資格がある」「親しい友人や仲
間の数が多い」（ｐ＜0.01），「主観的健康感が
高い」（ｐ＜0.05）という特性であった。領域
別の分析で有意が認められた居住年数は，関連
性が消失した 。

Ⅳ

ボランティア活動への関心のある者は６割弱，
参加意向のある者は５割弱であるのに対し，実
際に活動している者は２割強にとどまっていた。
活動への関心や参加意向はあるが活動していな
い者を実際の活動に結びつけていけるよう環境
を整備していくことにより，ボランティア活動
に参加する高齢者の割合がさらに増加すること
が期待できる。
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Model

オッズ比（95％信頼区間）

居住年数（基準：10年未満）
10～20年未満
20年以上

主観的健康感
地域に貢献する活動をしたい
技術・知識・資格
中年期のボランティア経験
親しい友人や仲間の数
ボランティア活動情報の認知
年齢
性別（０＝女性）

モデルχ2（ ）

注 1) 活動あり（＝１） 活動なし（＝０）
2) ＊＊＊ ＜0.001，＊＊ ＜0.01，＊ ＜0.05
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領域別の分析で明らかになった高齢者のボラ
ンティア活動に関連する７つの要因のうち，居
住年数以外の６変数は最終的な分析においても
関連性が認められた。
0.1％水準で有意であった，中年期のボラン

ティア経験，地域に貢献する活動をしたい，ボ
ランティア活動情報の認知という３変数のオッ
ズ比をみると，中年期のボランティア経験が
5.49（95％信頼区間 3.42-8.81）と最も高かっ
た。 - らは，過去のボランティア
経験が最も大きな関連要因であったことを示し
ており8)，本研究の結果はこれを支持すること
となった。 の研究においても，最も大き
な要因ではなかったものの関連性があったこと
が報告されている6)。この結果から，高齢期以
前にボランティア活動の経験を持ってもらえる
ように活動参加しやすい場を設けていくこと，
高齢期に向けた準備として，活動経験をあらか
じめ持っておくことの意義を啓発していくこと
が求められる。本研究の結果は，中年期の活動
経験がない者は，高齢期になってボランティア
活動を始めにくいことも示している。定年退職
後にボランティア活動に目を向けようとした際
に，どのように活動していけばよいのかわから
なかったり活動参加をちゅうちょしたりしてい
る者も少なくないことが推測されるため，その
ような者を活動参加に円滑に結びつけていく仕
組みづくりも必要であろう。
地域に貢献する活動をしたいのオッズ比も

2.98（95％信頼区間 1.75-5.07）と比較的高
かった。この結果に類似した知見について，金
らは，55歳以上の中高年者における社会参加の
関連要因の研究において，ボランティア活動を
含む７つの活動を「社会・奉仕活動」として多
変量解析を行い，地域共生意識が最も強い関連
を示したことを報告している12)。このように，
地域のために役に立ちたいという志向を有する
者は，その思いをボランティア活動への参加と
いう形で具現化するのであろう。
ボランティア活動情報の認知の程度が高いの

オッズ比も2.96（95％信頼区間 1.73-5.05）と
比較的高かった。 - らは，ボラン

ティア活動をしている者の特性として，身近に
参加機会があると認識している者という結果を
報告している8)。生涯学習の世論調査によると，
国や地方公共団体に対するボランティア活動に
ついての要望のなかに（60歳以上，複数回答），
「情報のさらなる提供」「情報提供・相談をす
るボランティアセンターの整備」という回答が
比較的多く13)，全国ボランティア活動者実態調
査では，活動をなかなか始められなかった理由
として（10歳代以上，複数回答），「情報入手方
法がわからなかった」が39.4％に達してい
た14)。これらの結果から，活動情報の認知の程
度を高めていくための環境整備を積極的に行っ
ていく必要があるといえよう。
技術・知識・資格，親しい友人や仲間の数は，
１％水準で有意であった。技術・知識・資格が
あるという特性について，松岡は，ボランティ
ア活動を含んだ複数の活動を１つの変数で捉え，
関連要因を多変量解析により検討し，比較的強
い関連があったことを報告している11)。内閣府
の調査結果によると，地域のための奉仕活動を
行うための必要条件として，「技術や経験がい
かせること」という回答（60歳以上，複数回
答）15)，ボランティア活動経験がない理由とし
て，「活動に必要な知識・技能を身につける機
会がないから（なかったから）」という回答
（15歳以上，複数回答）16)がみられる。これら
のことから，何らかの技術・知識・資格を有す
る者は，それを活用しようと活動参加したり，
それをいかして手伝ってほしいと依頼されたり

12― ―



第53巻第15号「厚生の指標」2006年12月

するために，活動参加につながっていったもの
と思われる。
親しい友人や仲間の数が多いという特性につ

いて，親しい友人や隣人の数が多い者ほど社会
参加をしていたという知見11)，ボランティア活
動参加理由として「友人や仲間に誘われた」と
いう回答が20.2％という調査結果（60歳代以上，
複数回答）14)が示されている。親しい友人や仲
間の数が多い者は，彼らからボランティア活動
の話を聞いて関心が高まったり，共に活動しよ
うと誘われたりする機会が多くなり，活動参加
に結びつきやすくなることが推測される。
その他の関連要因で，主観的健康感が高いと

いう特性（ｐ＜0.05）について，健康状態の指
標が多少異なるものもあるが，ボランティア活
動をしている者の特性は健康状態が良好である
という先行研究の知見2)5)7)を支持した。統制変
数として投入した性別は，領域別の分析では有
意な関連が認められた場合とそうではない場合
がみられたが，最終的な分析では，男性と比較
して女性の方がボランティア活動に参加してい
るという結果が示された。性別とボランティア
活動の関係は，先行研究により有意な関連が認
められたものとそうでないものがあり一貫して
いないが，本研究は，男性と比較して女性の方
が活動していることを示した らの結
果2)を支持することとなった。
最後に，本研究は，大阪市という大都市に居

住する高齢者を対象に行ったものである。本研
究の結果が他の地域の高齢者にどの程度あては
まるのかは不明であるため，追試を行って確認
していくことが求められる。
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